







Thirty years of Braille textbooks in Japan, seen in Braille textbook editing materials 
with a focus on the Japanese language course in elementary school
Tatsumi Mutaguchi
　　 This study traced the history of “Braille elementary school textbook editing materials” issued by the 
Ministry of Education, Culture, Science, Sports, and Technology between 1974 and 2005.　The purpose 
was to explore the best ways to edit Braille textbooks in the future.　The results showed that consideration 
based on the special characteristics of blind children had been given in the Japanese language course with 
the introduction of Braille touch reading, Braille notation, and instruction in Chinese characters and words 
of Chinese origin.　In the future we expect that an increasing number of blind children will study in 
regular elementary schools, so that it will be necessary to issue Braille textbook editing materials that can 
be obtained by anyone, make booklets of separate teaching materials to introduce Braille touch reading, 
and provide supplementary books for Braille notation and Chinese character study. 













































































































































































































































































ぶ言葉は「■ ■ ■ ■（あめ　ふれ）　■ ■ ■ ■
（うめ　もも）」であり，30年間変わっていない。この
後に導入される文字の配列は，ア，カ，ナ，マ，ハ，タ，
ヤ，サ行の順となっていたが，平成14年版では50音順
を原則に，ア，カ，サ，タ，ナ，ハ，マ，ラ，ヤ行の
順とし，文章作成ができるように，助詞「ワ」をカ行
の後に，「ガ」をナ行の後に配置していた。その他では，
「ネマキ」や「バンド」を「クツ」「ベルト」に変更す
るなど，時代に沿ったことばに修正されていた。なお，
文部省（1983）は，「文字提示の順についてはいろい
ろな考え方があるが，触覚的に字形の安定しているサ
行，タ行，ハ行，マ行などから始めるのが無難である」
ことを指摘している。
（2）点字表記に関する内容
　点字表記に関する内容は，点字触読導入教材と共に
点字教科書独自のものであり，晴眼児の場合の新出漢
字の学習に相当する重要な指導項目である。しかし，
点字表記の指導には，新出漢字のように指定された学
年配当はなく，例えば「ファ・フィ・フェ・フォ」な
どの外来語表記に使用される特殊音は，「ファーブル」
のようにその表記を含んだ語が原典となる検定教科書
に使用された場合に点字化されている。つまり，点字
教科書に掲載される学年が一定しているわけではなく，
年度によっては前にあった表記がなくなることもある。
編集資料には「点字表記に関する指導事項」として学
年別に新出点字一覧が掲載されているが，点字特有の
仮名遣いや分かち書きなどを含めた表記の指導は，担
当する教師の力量に依存するところが大きいといえる。
　編集の具体的方針の中には昭和49年から一貫して，
普通の文字の表記符号を点字符号に変換する場合に
は，可能な範囲で対応措置を講じることが示されてい
る。これは点訳に当たっての基本的事項であり，指導
上の特段の配慮と言えるものではない。昭和52年から
は，点字表記の新出事項を該当の単元末に整理したこ
とが具体的方針に明記され，さらに学年別新出点字一
覧が掲載されていた。また，どの点字教科書にも，長
音，拗音，撥音などの表記は，原典にある教材の他に
語例が追加されていた。作文教材では，句点の後の二
マス空けや段落の後の文頭二マス空けなどの説明が挿
入されたり，「まちがいさがし」課題が追加されていた。
特に平成14年には，「第１学年から第４学年で点字表
記に関するドリルを挿入する」ことが明記され，合計
31課題が新たに追加された。この他，平成1年までは，
読点は句読点の説明の部分と5年以上の詩歌教材にの
み使用し，児童作品は使用しないこと，また，中点は
句読点の説明などで必要な部分のほかは使用しないこ
とが明記されてきたが，平成４年から「読点・中点は
小学部１学年から原則として原典通り使用する」と変
化していた。
　なお，我が国の点字表記に関する検討機関は，昭和
30年に組織された「日本点字研究会」から発展し，昭
和41年に発足した「日本点字委員会」である。それま
で不統一であった表記法を，1971年に「日本点字表記
法（現代語篇）」としてまとめ，昭和55年に「改訂日
本点字表記法」，平成２年に「日本点字表記法1990年
版」，平成13年に「日本点字表記法2001年版」と進化
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してきた。当然，点字教科書もこれに対応した表記が
なされている。
（3）普通の文字の表記に関する内容
　国語点字教科書編集で最も配慮すべきことは漢字指
導，すなわち，盲児に漢字・漢語の概念をどのように
して形成させるかという課題であり，その内容は，30
年の間で大きく変化していた。
　昭和49年版の編集の具体的方針では，「原本巻末及
び各単元末にある『新出漢字』の取り扱いについては，
点字学習の特性からこれを省略する」とされ，漢字の
内容はほとんどが省略されていた。昭和52年版にはこ
の文言の後に，「ただし，語句学習に役立つと思われ
る部分については一部修正を加えて残す」が加わった。
昭和61年版以降では，原典巻末にある「この本で習う
漢字」と該当学年までに習った漢字は削除することは
一貫しているが，「国語の正しい理解を促すために，
漢字や仮名文字に関する教材については，その基本的
な知識となるものを選定して掲載する」ことが基本方
針となった。平成４年版では，これまで削除されてい
た「送りがな」の学習が掲載された。平成８年版２年
２巻には，「覚えておきたい漢字」として「大・中・小・
人・円・見」，３年２巻に「手・足・耳・男・先・生」
の字形が，また平成12年版２年１巻に，「人・円・左・
文・正・言・雨・王・男・女・手・耳・足・米・先・
生・車・糸・弓・白」の字形が挿入された。平成14年
版では，漢字の音訓については，「読み方が新しい漢字」
の表題で各教材末に掲載し，５・６年については「新
しい漢字」の表題で，各単元教材末にある新出漢字を
文中の語句を抜き出して音訓とともに示すこととな
り，教育漢字について字形は示さないが，音訓と使い
方は全て掲載するようになった。そして平成17年版で
は，２年生までは「読み方が新しい漢字」の表題で，
３年生から，新出漢字は「新しく学習する漢字」の表
題で各単元教材末にある新出漢字を，文中の語句を抜
き出して音訓と共に示した。また新出音訓は「読み方
が新しい漢字」，熟字訓は「特別な読み方をする言葉」
の表題で音訓とともに示した。さらに字形の掲載につ
いて，①日常生活の中で字形をもとに語られる漢字，
②部首のもとになる漢字，③画数が多いために児童の
負担になることのない漢字という三つの原則による82
文字が示され，１年２巻と２年２巻に「覚えておきた
い漢字」として掲載された。なお，Table 3は，昭和
58年から使用されてきた小学部国語点字教科書に掲載
された凸文字（触れて分かるように字形を凸点で表し
た文字）の学年別文字数を示したものである。昭和58
年では２年，昭和61年では２年と５年で凸字がなく，
合計文字数は150文字に満たなかった。しかし，平成
１年以降その数は，いずれも200文字を超えていた。
　このように漢字・漢語に対する取り扱いが大きく変
化してきたのには背景がある。平成４年度から実施さ
れた学習指導要領で，特殊教育諸学校（知的障害を除
く）における教科の配慮事項が明記された。盲学校で
は五つの項目が示されており，その２番目に「点字を
常用する児童に対しても漢字・漢語の理解を促すた
め，適切な指導が行われるようにすること」がある。
これは，「点字を常用して学習する盲児童生徒に対す
る漢字・漢語の指導は，漢字の字義と結び付いた言葉
が多い日本語の文章を正しく理解し，表現するために
重要」（文部省， 2000）という理由によるものである。
　ここで，漢字教材編集の具体例を示す。Fig.1は，
平成１年版と４年版に掲載された光村図書４年下巻の
巻末にあった「楽しい漢字学習」の一部である（光村
図書， 1992）。両年度の光村図書には「楽しい漢字学習」
の表題で各学年に漢字教材が頻出しており，点字教科
書では様々な配慮が行われていた。この図の右側に示
した「電話で漢字」は，電話で「菜」の漢字を説明す
る場合，「くさかんむりの下に，かたかなのノ，その
下にかたかなのツを書いて，最後に漢字の木を書く」
と字形を口頭で説明する方法と，「野菜の菜，菜の花
のな」と漢字の音訓とその使い方で説明する方法を紹
介している。漢字には形・声・義の三つの要素がある
が，視覚障害者の場合，字形を正確に記憶することが
困難なため，音訓と熟語で説明することが多い。した
がって，この漢字教材は盲児に適した課題であるとい
える。点字教科書では，「菜」の漢字の筆順を示す字
形も含め，ほとんど原典通りに掲載されていた。ただ
し，例題の漢字「温・等・前・落・植」は「暗・岩・
空・草」に差し替え，それぞれの字形と音訓を掲載し
た。一方図左の「画数めい路」は，字形が唯一の手が
かりとなる課題である。点字教科書ではできるだけ原
典を活かすことを優先するが，画数の多い字形を凸図
にすると紙面を要し，迷路図が作成できないので，字
形として覚えておきたい漢字のうち，１画から７画か
らなる「一・力・夕・子・心・出・円・手・先・耳・
Table 3.　昭和58年以降の凸字数の推移
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虫・立・足・金・点」に差し替えて，凸字で掲載して
いた。この例のように若干の修正で原典教科書と同じ
学習が可能という教材ばかりではない。例えば平成17
年度から使用されている光村図書の教科書には，各
学年に「漢字の広場」という単元がある（光村図書， 
2005）。これはイラストの中に前の学年で学習した漢字
が示されており，イラストを手がかりにそれらの漢字
を使って文章を作る課題である。イラストを点図で表
現することは極めて困難であり，この単元の扱いにつ
いては編集資料で，「『漢字のひろば』は，該当する漢字
部分に第１カギを付けて示し，さらに課題に取り組む
際に必要な，イラスト部分についての説明を言葉や句
で追加した。しかし課題の内容上，イラストで示され
た事柄について詳細な説明を加えられないため，説明
は必要最低限のものにとどめてある。従って指導に当
たっては，課題の意図をふまえ十分な工夫と配慮が必
要である」（文部科学省， 2005）ことが掲載されている。
Ⅳ．考　察
　点字教科書編集の配慮事項の変遷を検討した結果，
原典教科書の内容そのものの大幅な修正は行わないこ
とを大原則としつつも，年代を追うごとに盲児の特性
を踏まえた様々な配慮がなされてきたことが明らかと
なった。これは，大川原（1976）の指摘する「盲学校
教科書の変遷は，そのまま視覚障害教育発展の軌跡」
を示すものといえる。
　しかしながら，特殊教育から特別支援教育への転換
期にあって，盲児の教育の場も多様化する中，点字教
科書編集の在り方にも大きな変革が迫られている。文
部科学省著作点字教科書は，全国70校足らずの盲学校
が使用する目的で出版されており，原典となる検定教
科書は一つの出版社である。つまり，全国の盲学校に
在籍する盲児は同じ教科書を用いて学習しているので
ある。一方，地域の小学校で学ぶ盲児は，採択された
教科書が著作教科書の原典と同一ではない場合，ボラ
ンティアもしくは保護者自身が点訳した点字教科書を
使用しており，その編集方法はまだ手つかずの状態で
ある。そこで，全ての盲児が適切に配慮された点字教
科書を用いて学習できる態勢を目指した点字教科書編
集の在り方を展望する。
（1）だれでも入手できる点字教科書編集資料
　現在，編集資料は全国盲学校には配付されるが，そ
の他の機関（個人を含め）では，冊子として入手する
ことができない。平成15年には文部科学省のホーム
ページからデータによる提供が実現したが，印刷物と
して入手したいという希望は多い。例えば市販するな
ど，希望する者はだれでも入手できる態勢を整備する
ことが望まれる。そうすることによって，国語のみな
らず他の教科の教科書点訳の参考書として大いに活用
できると考える。
（2）点字触読導入教材の別冊化
　昭和30年代の教科書は，点字触読導入教材が１巻に
まとめて刊行されており，学齢の盲児も中途で点字を
使用することになった盲児も，同じ教科書が活用でき
た。しかし現在の点字触読導入教材は，１年国語点字
教科書上巻として，原典となる検定教科書の内容と一
緒に編集されており，盲学校独自の点字触読指導と国
語教科書の内容が同一の教科書になっている。した
がって，今後は点字導入教材を分冊化し，いつの段階
からも利用できるような教科書配本の態勢を確立する
ことが不可欠である。
（3）点字表記と漢字学習のための副読本の提供
　検定教科書には全く掲載されないが，盲児に必須の
学習内容として，正しい点字表記がある。前述の通り，
平成14年度の著作教科書から，点字の仮名遣いや分か
ち書きの学習を意図した「点字ドリル」が挿入された。
しかしその内容は最低限のものであり，指導に当たる
教師の力量に依存するところが大きい。筑波大学附属
盲学校小学部（1991）では，「盲児のための点字の書
き方」を作成したが，点字教科書の内容では不十分と
して，独自に盲児用の手引き書としてまとめたもので
ある。このような副読本の提供が必要である。
　さらに不可欠なのが，「漢字・漢語」の副読本である。
国語点字教科書編集の中で，最も変化が大きかったの
は漢字・漢語の内容であり，時代とともに充実してき
たといえよう。しかし，平成４年の例で示した「電話
で漢字」は，平成８年度以降はなくなり，いくら時間
を要して検討された教材であっても，検定教科書から
削除されれば掲載されることはない。これまで工夫さ
れた漢字教材を副読本として整理し，盲児に必要な漢
字・漢語の学習がいつでも提供できる態勢が必要であ
る。また，通常の学級で学ぶ盲児が最も苦労する学習
が漢字である。ほとんどの盲児が晴眼児と同様，市販
の漢字ドリルを使い，字形も含め同じ内容を学習して
いるのが実態である。その負担は極めて大きく，点字
誕生以前の教育を受けているといっても過言ではな
い。盲児に必要な漢字・漢語の学習をまとめた副読本
の整備も望まれる。
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Fig.1　楽しい漢字学習（平成４年版光村図書より）
